
⽇時︓令和２年２⽉２４⽇（⽉・祝）
午前１０時〜午前１２時

会場︓福島市市⺠会館 第２ホール

総合計画
Yu-Me（ゆめ）会議

中間報告会
今年度のYu-Me（ゆめ）会議の振り返りと

新しい総合計画策定の進捗状況を報告︕



〜福島市の未来を語り合う 市⺠100⼈〜
画総 合 計 議Yu Me 会



開会

今回も10代から70代まで
多くの皆さんが参加︕

高校生や大学生、無作為や公募により選ばれた方、市内で働いている方、
関係団体の方など、多世代・多種多様な市⺠の皆さんが参加しました。



川村政策調整部⻑あいさつ

皆さんのお⼒添えをいただきながら、
新しい総合計画をつくっていきたいと思います。

多くの皆さんのご参加
誠にありがとうございます︕



今年度のYu-Me（ゆめ）会議の振り返りと
新しい総合計画策定の進捗状況を報告しました。

中間報告 〜事務局からの説明〜



今年度のYu-Me会議の振り返り
■第１回＝条件なしに未来を語る

まわりからうらやましがられる未来の福島市

■第２回＝現状を見つめ直して未来を語る
もっと伸ばしたい「いいない（資源）」は何か
ぜひ解決したい「うまぐねぇ（課題）」は何か

■第３回＝選択の時代であることを学び未来を
語る「まちづくりシミュレーションゲーム」

■第４回＝現状を見つめ直して未来を語る part２
関心のあるテーマごとにグループワーク

■第５回＝未来の福島市の「具体的な姿」を語る
福島市の未来の新聞をつくろう



新しい総合計画策定の進捗状況

新しい総合計画の

「将来構想」と「基本方針」の

素案の案（案）を説明しました



⼈・まち・自然が奏でる
魅⼒のハーモニー

未来協奏（共創）都市

〜世界にエールを送るまち
県都ふくしま〜

【将来構想（目指すべき将来のまちの姿）】
概ね10年先を⾒据えながら今後5年間の本市の目指すべき将来のまちの姿



１ 福島らしさを生かした新ステージの形成

２ 持続可能性の実現

３ 多様性の尊重

４ 県都としての責務

【将来のまちの姿を実現するための視点】
今後、目指すべき将来のまちの姿の実現に向けて取り組むまちづくり全体を
網羅する重要な視点



①子どもたちの未来が広がるまち

②暮らしを支える安心安全のまち

③次世代へ文化と環境をつなぐまち

④産業とにぎわいを生み出す活⼒躍動のまち

⑤新ステージに向けて共創・挑戦・発信するまち

⑥効率的で質の高い⾏財政運営

【基本方針（まちづくりの基本的な考え方）】
目指すべき将来のまちの姿を実現するための政策の方向性として、計画期間
である5年間のまちづくりを進めるにあたっての基本的な考え方



「これまで」を振り返り、
「これから」を語りましょう︕

ワークショップ 講師

福島市総合計画市民参画アドバイザー 加留部 貴行 先生

活発な「対話」を
期待しています︕



ワークショップ

事務局からの中間報告を聞いて、
参加者の皆さんが感じたことを語り合いましょう。

皆さんの感想を
お聞かせください。



最後に、皆さんにお尋ねします

皆さんからいただいたキーワードの詳細は
別ファイル「参加者キーワード」参照

あなたがこれからの
Yu-Me（ゆめ）会議に期待することは何でしょうか



恒例となった、今⽇の対話の感想を「漢字一文字」で
ふせんに書いてグループで発表します。

対話の感想



来年度のスケジュール

来年度もよろしくお願いします︕


